平成15年度　第1回　アナログ２種　技術科目

  端 末 設 備 の 接 続 の た め の 技 術 
第1問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(小計20点)
(1)　図－1に示す押しボタンダイヤル式電話機のパッド機能について述べた次の記述は、（　ア　）が正しい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (4点)
	　①　Lの特性を利用し、受話器Rに流れる電流を調整する。

　②　電話機の設置場所が交換機に近ければVR1の抵抗が減少し、送話器Tの感度を低下させる。

　③　電話機の設置場所が交換機から遠ければVR2の抵抗が減少し、受話器Rの感度を上昇させる。

　④　Bにより交換機の交流信号を吸収する。
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　(2)　電子化電話機では、一般に、抵抗ブリッジ形防側音回路が組み込まれており、ブリッジの辺抵抗に低抵抗を用いることによる送受話減衰量の増加を（　イ　）で補償している。　　　　　(4点)
	　①　ハイブリッドトランス　　②　ホトカプラ　　　　　　③　増幅器

　④　音声レベル制御回路　　　⑤　ダイオードブリッジ


(3)　留守番電話機には、メッセージの録音時間を長くする方法として、（　ウ　）やCELPなどの音声符号化方式を用いたものがある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(4点)
	　①　FDM　　②　ADPCM　　③　TDM　　④　ASK　　⑤　QAM


　(4)　小電力形コードレス電話機はその送信周波数として、接続装置側は380メガヘルツ帯を使用し、電話機側（子機側）は、（　エ　）メガヘルツ帯を使用しており、キャリアセンスの機能を備えている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(4点)
	　①　100　　②　150　　③　250　　④　550　　⑤　800


　(5)　1回線電子式ボタン電話装置の機能について述べた次の二つの記述は、（　オ　）。　　　(4点)
　　A　内線個別呼出時にハンズフリー通話状態で電話機に内蔵されたマイクロホンを使って、電話機が設置してある室内の異常の有無をチェックできる機能は、自動通報機能といわれる。

　　B　テレコンセント又はテレコンアダプタに接続された機器及び電気錠などを、PB信号により遠隔操作で制御できる機能は、ACR機能といわれる。

	　①　Aのみ正しい　　②　Bのみ正しい　　③　AもBも正しい　　④　AもBも正しくない


第2問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記

　　　せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(小計20点)
(1)　図－1に示す電子式ボタン電話装置の外線ユニットの各回路ブロックの主な役割について述べた次の二つの記述は、（　ア　）。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(4点)
A　図中の「着信検出～ZD～PC～R～D」の回路は、外線着信を検出するとともに、L1、L2の極性反転を検知することにより、着信と自動発信などとの衝突を防止するためのものである。

B　図中のCは、PBセンダといわれ、PB回線の場合は、この回路からPB信号を送出する。

	　①　Aのみ正しい　　②　Bのみ正しい　　③　AもBも正しい　　④　AもBも正しくない
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(2)　電子式ボタン電話装置のプログラムには、発信処理、着信処理、停電検出処理などを行う主プログラムのほか、主プログラムなどの情報によりランプ表示、音データの信号などを実時間的に制御する（　イ　）プログラムがある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(4点)
	　①　運　用　　②　起　動　　③　割り込み　　④　初期化　　⑤　信　号


(3)　大規模の電子式ボタン電話装置では、一般に、即時性を必要とする処理を（　ウ　）順位により幾つかに区分し、その区分に従って処理する方式を採っている。　　　　　　　　　　　　　(4点)
	1 ふくそう度合　　②　所要時間　　③　到　着　　④　優　先


　

(4)　電子式ボタン電話装置の外線着信処理プログラムは、一般に、着信情報に基づいて、各電話機に着信表示の処理を行う。また、必要に応じて（　エ　）等の処理も行う。　　　　　　　　　(4点)
	　①　コールバック　　②　ポーズ　　　　　③　ページング

　④　アッドオン　　　⑤　音声自動応答


　(5)　図－2に示す電子式ボタン電話装置のスイッチングレギュレータ電源構成の回路概要について述べた次の二つの記述は、（　オ　）。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(4点)
　　A　雷サージは、電源、局線及び内線からそれぞれ縦サージ、横サージとして侵入するが、雷防護回路は、特に影響の大きい横サージの突入電流をアレスタを通して地中に逃がすための回路である。

　　B　過電圧保護・直流出力回路は、負荷側のIC等の電子回路が過電圧により破壊されることを防止するための回路である。

	　①　Aのみ正しい　　②　Bのみ正しい　　③　AもBも正しい　　④　AもBも正しくない
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第3問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記せ。ただし、（　　）内の同じ記号は、同じ解答を示す。　　　　　　　　　　　　(小計20点)
　(1)　非同期式変復調装置は、一般に、変調器及び帯域フィルタを組み合わせた変調回路部と、帯域ファイルタ、リミッタ、周波数弁別器、スライサ及び（　ア　）を組み合わせた復調回路部との二つの回路部で構成されている。この中で、（　ア　）は、伝送路からの受信信号レベルを監視し、規定値以下の場合に受信断とみなして知らせるなどの機能を有する。　　　　　　　　　　　(4点)
	　①　受信タイミング発生器　　②　位相検波器　　　　③　受信増幅器

　④　クロック抽出器　　　　　⑤　キャリア検出器


(2)　シリアル自動起呼手順を規定しているITU－T勧告V.25bisでは、データ端末装置(DTE)から変復調装置（モデム）に、自動起呼手順の一部として送られる指示は、（　イ　）といわれ、モデムからDTEに送られる応答は、（　ウ　）といわれる。　　　　　　　　　　　　　(4点×2=8点)
	　①　オペランド　　②　インディケーション　　③　キャリア　　④　パラメータ

　④　シーケンス　　⑤　コマンド　　　　　　　⑦　リスト　　　⑧　ハンドシェイク

	


　(3)　ファクシミリにおいて、副走査の方向1ミリメートルの間にある走査線の本数は、（　エ　）といわれる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(4点)
	　①　線密度　　②　画素密度　　③　磁束密度　　④　電束密度


(4)　ファクシミリ呼の制御手順はITU－T勧告T.30規定されており、フェーズA～フェーズEの五つに分けられている。このうちフェーズCの内容には（　オ　）がある。　　　　　　　　　(4点)
	　①　メッセージ終了及び確認　　②　メッセージ伝送　　③　呼設定　　④　呼解放


第4問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (小計20点)
(1)　ボタン電話装置の設置工事終了後に行う機能確認試験のうち、銀行の残高照会サービスにアクセスする場合などのようにDP回線へPB信号を送出する機能の確認は、発信ダイヤル操作後に特番若しくは機能ボタン押下でPB信号送出モードに切り替わる手動切替機能と、発信ダイヤル操作後に（　ア　）若しくはタイムアウトで自動的にPB信号送出モードに切り替わる自動切替機能について行う。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(4点)
	　①　回線再補足　　　②　フッキング　　③　切断信号検出　　④　終話信号検出

　⑤　応答信号検出


　(2)　通信機器の接地について述べた次の二つの記述は、（　イ　）。　　　　　　　　　　　　(4点)
　　A　大地に接地したときの接地抵抗は、一般に、接地体の形状、寸法、質量及び埋設深さ並びに土壌の窒素含有量によって定まる。

　　B　保安装置の接地棒として、酸、アルカリ等の成分を含む土壌で、腐食が激しいと考えられる場所では、一般に、炭素接地棒を使用することが望ましい。

	　①　Aのみ正しい　　②　Bのみ正しい　　③　AもBも正しい　　④　AもBも正しくない


(3)　フラットフロアケーブルの接続コネクタは、ケーブルの種類、用途、使用場所によって使い分けられている。（　ウ　）コネクタは、フラットケーブル相互又はフラットケーブルと丸形ケーブルの接続や中継分岐用に用いられる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(4点)
	　①　PAT　　②　FR　　③　BR　　④　SC　　⑤　MT


　(4)　ボタン電話装置では、停電時又は電源スイッチOFF時にシステムデータ及びユーザデータを保持するために、一般に、（　エ　）が用いられている。　　　　　　　　　　　　　　　　　 (4点)
	　①　マンガン乾電池　　②　アルカリ乾電池　　③　リチウム電池　　④　太陽電池


　(5)　雷多発地域などで機器の故障を軽減するため、ボタン電話装置や電話機と電源線との間に（　オ　）が設置されることがある。

	　①　ローゼット　　②　インラインフィルタ　　③　転換器　　④　サージプロテクタ

⑤　コイル


第5問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記

　　　せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(小計20点)
　(1)　ある回線群に30.00アーランの呼量が加わったとき、呼損率を0.12とすれば運ばれた呼量は、（　ア　）アーランである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (4点)
	　①　3.60　　②　26.40　　③　26.79　　④　33.60　　⑤　34.09


(2)　ある回線群のT時間に運ばれた呼数をC呼、その平均回線保留時間をh分とすれば、この回線群で運ばれた呼量は、（　イ　）アーランである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(4点)
	　①　
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(3)　ある回線群について１時間にわたって、５分ごとに使用中の回線数を調査したところ、表に示す結果が得られた。この回線群の回線数が（　ウ　）回線のとき、回線の平均使用率は、60.0パーセントである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(4点)
	　①　14　　②　40　　③　48　　④　60　　⑤　72
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(4)　単位時間当たりの（　エ　）は、呼量又はトラヒック密度といわれる。　　　　　　　　(4点)
	　①　平均保留時間　　②　最繁時呼数　　③　総呼数　　④　トラヒック量　　⑤　平均呼数

	


(5)　即時式完全線群において、出回線数が一定の場合、加わる呼量が（　オ　）と、呼損率は小さくなる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(4点)
	　①　一定になる　　②　小さくなる　　③　多くなる


解答

第１問（ア）②　（イ）③　（ウ）②　（エ）③　（オ）④

第２問（ア）①　（イ）③　（ウ）④　（エ）⑤　（オ）②

第３問（ア）⑤　（イ）⑥　（ウ）②　（エ）①　（オ）②

第４問（ア）⑤　（イ）②　（ウ）③　（エ）③　（オ）④

第５問（ア）②　（イ）①　（ウ）②　（エ）④　（オ）②
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